
令和５年度 第２回新発田警察署協議会議事概要

開催日時 令和５年１０月６日（金）午後１時30分から午後２時30分まで

開催場所 新発田警察署 講堂

月岡会長 林副会長 安達委員
委 員

大沼委員 小井戸委員 小柳委員 計12人
（ ）定数15人

鈴木委員 田代委員 中野委員

出 席 者 宮崎委員 渡辺委員 渡邉委員

（会長・副会長以下50音順）

渡辺署長 永井副署長 岡澤分庁舎所長

計11人警 察 濱田警務課長 阿部留置管理課長 小谷会計課長

髙橋生活安全課長 平野地域課長 杉本刑事課長

本間交通課長 阿久津警備課長

管内の治安情勢

署長から、令和５年８月末現在の管内の治安情勢について、資料に基づき説明が

あった。

前回の答申事項に対する業務推進状況

生活安全課長、交通課長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について下

記のとおり説明があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺被害防止対策の推進

ア 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進

○ スーパー等企業と協力した被害防止広報､運送事業者と連携した広報

・スーパーにおける「新潟県特殊詐欺・悪質商法被害防止の日」の広報を実施

・運送事業者に対する防犯広報を実施

○ ミニ広報紙等を作成・回覧するなどの特殊詐欺防止広報

・地域安全ニュース、防犯新潟、市町広報紙による広報、回覧を実施

イ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

○ 金融機関における窓口対応訓練の実施

・信用組合３店舗における高齢者への声かけ訓練等を実施



ウ 行政機関と連携した防犯機能付き電話の普及促進

○ 防犯機能付き電話機プレゼントキャンペーンの実施

○ 行政機関のイベント、施設利用、媒体利用による被害防止対策の推進

・行政イベントにおいて特殊詐欺防止大使にゆるキャラを任命

・行政機関の施設における来訪者への被害防止広報を実施

・行政関連ラジオなどのメディアを利用した被害防止広報を実施

(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進

ア 通学路、学校における犯罪被害防止対策の推進

○ 登下校時間帯におけるパトロール活動を強化

○ 管内小学校における防犯教室、不審者対応訓練を実施

イ 不審者事案の早期解決と迅速かつ適切な情報提供

○ 行為者の早期特定による検挙や先制的予防活動を実施

○ 管内学校ネットワークを通じた、不審者情報を発信

○ 管内企業の女性職員に対する防犯教室を実施

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 夏期の交通実態を踏まえた交通事故防止対策の推進

ア 夏の交通事故防止運動の実施（7/22～7/31）

○ 横断歩行者の交通事故防止広報と取締りの実施

○ 飲酒運転の根絶に向けた取締を強化

イ 秋の全国交通安全運動（9/21～9/30）

○ 安全運動出発式、街頭指導所における広報を実施

○ 「横断歩行者を守ります」宣言企業との各種交通事故防止活動を実施

(2) 歩行者事故防止に向けた交通指導取締り等の推進

ア 通学路や学校周辺道路における交通指導取締りの実施

イ 「速度取締り指針」に基づく交通指導取締りの推進

３ 高齢者の各種被害等防止対策

(1) 高齢者の犯罪被害防止対策の推進

犯罪被害、高齢者虐待、高齢者被害交通事故の発生状況とその対応状況

(2) 高齢者保護等による各種事故防止対策

高齢者の行方不明者、保護事案の発生状況とその対応状況

諮問

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。

１ 犯罪抑止対策の推進

(1) 特殊詐欺被害防止対策の推進

ア 防犯団体や事業者と協働した更なる広報活動の推進

イ 金融機関、コンビニエンスストアと協力した水際対策の強化

ウ 行政機関と連携した防犯機能付き電話機の普及促進



(2) 子供・女性にかかる犯罪被害防止対策の推進

ア 通学路、学校における犯罪・前兆事案対策の推進

イ 不審者事案の早期解決と迅速な情報提供

２ 交通事故防止対策の推進

(1) 歩行者事故防止に向けた交通指導取締り等の推進

ア 通学路や学校周辺における交通指導取締り

イ 「速度等取締り指針」に基づいた交通指導取締りの推進

(2) 冬季における交通事故防止対策の推進

冬の交通事故防止運動（12月11日～12月20日）

｢渡るよサイン｣の実戦をはじめ、自身の安全を守るための歩行者広報の実施

３ 高齢者の各種被害等防止対策の推進

(1) 高齢者の犯罪被害防止対策の推進

ア 高齢者の特殊詐欺等被害防止対策の推進

イ 高齢者を交通事故から守るための対策の推進

(2) 高齢者の各種事故防止対策の推進

答申

、 、 。新発田警察署協議会で協議 検討した結果 諮問のとおり推進するよう答申した

意見・要望・質疑等（○は署長等の説明）

、 、１ 社会福祉協議会では 防犯機能付き電話機の貸し出し事業を実施していますが

警察における特殊詐欺被害防止対策において、他機関と連携した取組を教えて下

さい。

○ 高齢者福祉団体と連携した特殊詐欺被害防止の防犯落語、防犯電話のシュミ

レータを利用した講話、市町村のＦＭラジオを利用した被害防止広報などを実

施しています。今後、社会福祉協議会で実施している防犯機能付き電話機の貸

し出し事業についても連携させていただき広報を推進していきます。

２ 民生委員として地域住民から中学生の自転車のマナーが悪いという意見を聞き

ましたが、警察における取組みを教えて下さい。

○ 警察では、自転車安全五則の遵守 、ヘルメット着用の推進、イヤホン装着運）

転への指導警告などについて、保護者を含めた小中学生に対する自転車交通安

全教室を実施し、マナーアップを図っています。

、 。３ 最近不審者事案が多いと思いますが 防犯カメラの設置状況について伺います

○ 警察では、新潟市、長岡市、上越市の繁華街に数十台の防犯カメラを設置し

ております。また自治会、商店街、企業、個人住宅で設置した防犯目的のカメ

ラが多数あり、その数は把握しておりません。またそれ以外にも道路・施設の

管理目的で設置した監視カメラや車載のトライブレコーダーなども含めるとさ

らに数多くあり、把握困難な状況です。



このように警察管理でないものや本来防犯目的でないものであっても、犯罪

が発生した場合、警察で管理者に協力を求め捜査に活用させていただいており

ます。

・ 新発田市では、自治会などが設置する防犯カメラ設置補助事業を実施してお

り、市内に数十台を設置しております （委員：新発田市市民生活課長）。

、 、４ 最近大型スーパーが開店しましたが 店から出る車両が国道７号線を出るとき

左折のみの規制のため、右折したかった車両が、狭い小路を入りすぐ渋滞となっ

ています。改善策の検討をお願いします。

○ 様々な渋滞解消策がありますが、今後、検討していきたいと思います。

速度取締り指針の策定

交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度等取締りを実施する旨の説明があ

り、了承した。

その他

協議会終了後、会長以下委員１２人と事務局（警務課員３人）で

１ 新潟県警察本部 地域部通信指令室

２ 新潟県警察本部 交通部交通管制センター

３ 新潟ユニゾンプラザ内 新潟県警察本部生活安全部少年課 新潟少年サポート

センター

４ 新潟ユニゾンプラザ内 にいがた被害者支援センター・性暴力被害者支援セ

ンター

の視察を実施し、各部署の活動内容などの説明を受けた。

令和５年度 第２回新発田警察署協議会議の状況

署長あいさつの状況 会長あいさつの状況



協議会議事進行の状況 協議会議事進行の状況

令和５年度 新発田警察署協議会の視察状況

通信指令室の視察状況 交通管制センター視察状況

新潟少年サポートセンターの視察状況



にいがた被害者支援センター

性暴力被害者支援センター

の視察状況


